






















2018 年の 8 月にご紹介させていただいた (2)。何といってもその教育の特色は、













これは、学校法人成城学園と日本 IBM 東京基礎研究所が “ 国際社会で活躍で


























に立って IBM Watson を「データサイエンス概論」の授業の中で様々な形で紹介





























か？ IBM Watson はデジタル化された自然言語を人間よりも早く整理することが
できるので、今まで諦めていたデータ分析の分量の制約から解放されることにな
る。




Watson の名前自体は、すでに多くの人にビジネス向けの AI としてよく知られ
ていると思う。Watson という人名のような名称や、数年前に世界的な俳優や著
名人との CM の共演もあって、Watson はいわゆる「強い AI」と言われる「汎用
人工知能」と思う人も少なくない。汎用人工知能とは、簡単に言えば人間のよう
に受け答えでき、高度な課題解決を実現する「人間のような知性」を実現する人
工知能である。しかし、実際の Watson は、汎用人工知能ではなく、IBM が持つ様々
な AI 関連技術全体に付けられたブランド名で、その技術の中心にあるのが自然
言語処理である。IBM では 30 年以上にわたって自然言語処理を研究してきてお
り、その拠点は日本にもある。つまり Watson は、日本 IBM の自然言語処理技術
の流れを汲んでいる。




ジニー・ロメッティ会長・社長兼 CEO は以前、Watson を「Artificial Intelligence」
ではなく「Augmented Intelligence」（拡張知能）を省略した「AI」だと語っている。
IBM は創業から今年で 108 年になるが、2 代目社長であり、初代社長トーマ
ス・ジョン・ワトソン・シニア（Thomas John Watson, Sr.）の長男である Thomas 
Watson Jr. も、“IBM のマシンは、使用する人間が持つ能力を拡張するツールに
過ぎない（Our machines should be nothing more than tools for extending the powers of 






は私が IBM Watson の誕生の歴史から応用までをハンズオンも含めて展開してい
る。「社会やビジネスを大きく変える第 3 世代のコンピューティング」と題して
IBM Watson を位置付けることで、受講生の興味を引き出すとともに 15 回分の学
習の動機付けも同時に行っている。
授業は PC ルームを使用し、多い時は 60 名を越える受講生があるが、講義に
加えて一斉に PC を使うハンズオンも毎回行う。図 2 にハンズオンの授業風景を
示す。Watson サービスは本来 API （Application Programming Interface; アプリケー
ションをプログラミングする段階で便利に使えるツール群）として提供されるた
め、通常は自分でプログラムを書いて、その中で 必要な Watson API を呼び出す
ことになる。しかし、プログラミングに全く縁のない学生にとっては、いきなり
Cloud に繋げて Watson API を使うのは意識的にハードルが高いので、先ずは簡単
に使える Watson のデモ用 Web アプリを使って、テキストで書かれた情報を分析
させたり、ツイッターの内容を分析させたりする。これらの経験により、ビッグ





















4 回程の IBM Watson の理解とデモ用 Web アプリを使ったハンズオンの授業の
後は、IBM Cloud (5) に実際にユーザー登録して、Watson API を使って自分で Web
アプリを作る体験を 3 回程続けている。基本的に無料で実施したいため、IBM




の Node-RED (7) などを使って、地図アプリやチャットボットなどを作成している。
インプット、機能、アウトプットに大きく分けて、各役割のブロックを線で繋げ
てプログラミングするので、初心者でもわかりやすい。これらのハンズオンは、
昨年の 10 月までは IBM Bluemix という名称のプラットフォーム上で実行されて
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さらに、授業中にGitHub (8)、Qiita (9)、IBM developerWorks (10)、Kaggle (11)などのオー
プン・技術コミュニティーも随時紹介しているので、受講生は授業中のみならず、
将来も先行例や問題解決の方法を自分で探すことができる。
毎回、授業の最後に 200 ～ 400 字程の感想文を受講生に書いてもらっている。













































受講生は最初に PC のスクリーン上で動く Pepper のシミュレーターを使って、








































































以下に、Watson デモ用 Web アプリの例をご参考までに記載させていただいた。
時間のある時に覗いていただけたら幸いである。
【Watson デモ用 Web アプリの例】
いずれも操作マニュアルなしで、簡単に使っていただけると思う。IBM が一
般の方に公開しているデモ用 Web アプリで、もちろん無料である。いずれも 
IBM Cloud を起動しないで、Web 上でそのまま試すことができる。これらのデモ
を動かす Web ブラウザは、Google Chrome もしくは Firefox をお使いいただきた
い。また、スマホやタブレット端末のレベルでは動かないことが多いので、ノー
トブック PC 以上の能力の PC にて試していただきたい。記載のリンクは、執筆
時点である 2018 年 10 月 1 日現在において知り得る範囲の情報である。本稿に記
載された URL やソフトウェアの内容は、将来予告なしに変更されたり、消去さ
れる場合があることをお含みおきいただきたい。
・Personality Insights:     
 https://personality-insights-demo.ng.bluemix.net/
・Text to Speech:    
 https://text-to-speech-demo.ng.bluemix.net/
・Speech to Text:    
 https://speech-to-text-demo.ng.bluemix.net/
・Visual Recognition:   
 https://www.ibm.com/watson/services/visual-recognition/demo/#demo
・Tweets on the Map:     
 https://totem.mybluemix.net/
・Conversation:      
 https://conversation-demo.ng.bluemix.net/
・Tone Analyzer:      
 https://tone-analyzer-demo.ng.bluemix.net/
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